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高知市が進める「歴史と文化を感じさせる風情あるまちづくり」に寄与します。 
 

～ 高知市の都市計画マスタープランや中心市街地活性化計画との連携を図ります。 ～ 
～ 歴史案内板や希少種の説明板の設置、新たなまち歩き観光コースの設定などにより、にぎわいの創出を図ります。 ～ 

 歴史の道の設計方針 

石垣の 
復元 

新市橋の整備 

川面の創出 

干潟の創出 
植樹 

ベンチ・観光案内板の設置 

新たなまち歩きルートに位置付け、 
新堀川界隈のにぎわいを創出 

・新堀川東側の市道を歴 
 史の道として整備 
・歴史案内板や希少動植 
 物の説明板を設置 
・新市橋の江戸時代風の 
 整備の検討 
・石垣の保存､復元､再生 

江戸時代の堀や希少動植物が生息等する 
自然環境を観光資源として活用 

 歴史の道の整備イメージ 

転落防止柵の検討 

２．植樹の検討 

ベンチなどを設置 

３．近傍史跡の説明や新堀川の由来 
川に生息する生き物の説明など 

１．舗装の検討 
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 １．舗装の検討 

提案する舗装の種類 

• 「歴史の道」としての整備を目指す道の舗装の種類については、平成29年11月に開催した「第３回はりまや町一宮線（はりまや工区）まちづく
り協議会」において以下の４案の提案を行っている。 

• 「歴史の道」として整備を行う市道は、車両の乗り入れがあるが、下表にあげる脱色アスファルト舗装以外は自動車荷重に対応していない。 
• また、江戸時代に描かれた絵図を確認すると、路面は石畳など特殊なものでなく、土のようであった。 
• なお、平成１３年度に開催された３つの検討委員会において、歩道舗装は、透水性脱色アスファルト舗装が提案されている。 

出典：描かれた高知市（高知市） 

石畳 パネル・タイル インターロッキングブロック 脱色アスファルト舗装 

イメージ写真 

写真撮影箇所 奈良県：東大寺大仏殿周辺 高知市帯屋町アーケード内 県道36号：高知市六泉寺 高知市横浜新町ロータリー 

概要 

・平坦な石板ブロックを使用 
・歴史的情緒とバリアーフリーの 
 両立を図る 

・平坦なパネルをつないだもの 
・美観を持たせた上で、バリアフ 
 リーに対応 

・自転車で買物をする際、卵が割 
 れない歩道として採用された構 
 造 
・景観に優れバリアフリーに対応 

・過去のワークショップにおいて 
 提案 
・土の色をそのまま見られ、バリ 
 アフリーに対応 

自動車荷重 
への対応 

×石板の破損や局所的な沈みなど 
 が発生し平坦性の確保が困難 

△石畳みと同様に平坦性を長期間 
 確保することが困難 

×自動車荷重に耐えられない ○対応可能 

歩行者の 
安全性等 

△降雨時にはスリップする危険性 
 

×降雨時のスリップの危険性が案 
 の中で最も高い 

△ブロック間に小刻みな段差が生 
 じ、車椅子の走行時に支障とな 
 る恐れ 

○舗装の種類によっては水たまり 
 がほとんど発生せず、滑りに強 
 い 

土色を再現する「脱色アスファルト舗装」を提案 

江戸時代の新堀川界隈（絵巻による確認） 

• 石畳の道は確認されない 
• 統一した樹木は植わっていない 
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【出典】浦戸湾風景 



芝 ハマボウ 桜 松 柳 

イメージ 
写真 

概要 • 特殊な植物を植えず、
オープンスペースとして
幅広く活用する為、あえ
て中高木を植えない。 

• シオマネキが生息するよ
うな海岸の入江などに生
育 

• H13に開催のワーク
ショップにおいて選定 

• 堀川に植樹されており、
第１回パブリックコメン
トにおいて桜 の植樹を
望む意見あり 

• 「桜井」の名は、井戸の
側に桜の木があったこと
に由来 

• 江戸時代の絵巻等におい
て鏡川南側や、新堀川西
岸に見られる。 

※歴史の道となる東岸は 
 松が描かれていない。 
 

 

• 船着き場を連想させるこ
とから、昔の情緒を感じ
させることができる。 

石垣等との
共存 

• 根が浅いため石垣への影
響は殆どないものと考え
られる。 

• 共存可能と考えられる。
（牧野植物園に意見を聴
いている） 

• 根は浅いが、舗装への影
響（根上がり）が問題と
なる場合がある 

• 根が深いため、石垣等へ
の影響が懸念 

• 根の範囲が広く石垣や舗
装への影響が懸念 

市道への影
響 

• 特になし。 • 特になし • 道路側に伸びた枝は選定
する必要がある。 

（車両通行の阻害） 

• 道路側に伸びた枝は選定
する必要がある。 

（車両通行の阻害） 

• 道路側に伸びた枝は選定
する必要がある。 

（車両通行の阻害） 

維持管理上
の留意点 

• 育成不良を起こすと土
面が現れる。 

• 害虫に弱い（土佐道路で
発生するアメリカシロヒ
トリなど） 

• 枝折れ等により腐りやす
い 

• 春と秋に掃除等を密に行
う必要がある。 

• 松食い虫に代表されるよ
うに予防対策が必要 

• 落葉樹ではないため、桜
と比べて掃除等の頻度は
少ないが、種等の処理な
どが必要 

• 成長が早く、年に２度の
選定などにより樹形を整
える必要がある。 

• 落葉樹であるため、秋に
は掃除等を密に行う必要
がある。 

 

 ２．植樹の検討 
 種類の提案 

• 過去のワークショップにおいて選定されたハマボウ、桜井の由来である桜、対岸で植えられていたマツ、船着き場を連想させる
柳、芝による緑化を比較する。 

・ また、江戸時代に描かれた絵図では、新堀川の東側は土手となっている。 
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石垣に影響しない芝を提案。あわせて、桜井付近に由来となった桜を１本程度植樹する。 



 ３．希少動植物や史跡等の案内方法（１） 資料８  （４/７） 

 個別案内板のイメージ 

案内施設の整備イメージ 

• 新堀川の玄関口となる電車通り交差点、はりまや橋小学校北側の幅広歩道、溜まり場となる横堀公園に、総合案内情報板を設置する。 
• 横堀公園や歴史の道沿いに、新堀川界隈の歴史や、新堀川に棲む希少種についての情報を盛り込んだより詳細な個別案内板を設置する。 
• 掘割の形状が確認できるよう、路面へのﾏｰｷﾝｸﾞや新堀川の中へ木杭を設置する。 
• 現在の市道を新堀川の石垣や水辺をゆっくり眺めることができるよう「歴史の道」として整備する。 

雁木埋設位置明示の例 
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既存の石垣位置を保存
するため木杭を設置 

 総合案内板のイメージ 

既存の石垣位置を
保存するため路面
にマーキング 

掘割幅マーキング 



【高知の城下町】 
・山内一豊の入国 
・郭中 
・上町 
・下町 
 
 
 
【下町の形成】 
・廿代町、山田町、蓮池町 
・細工町、紺屋町、京町・・ 
・材木町 
・菜園場町、農人町、九反田 
・種﨑町、浦戸町、朝倉町、弘岡町 
 
 

【新堀川界隈の史跡等】 
①武市半平太の道場跡 
②江戸時代に掘られた水運の堀 
③ 
④ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
 
【新堀川に生息する希少野生動植物】 
①シオマネキ 
 
 
 
②トビハゼ 
 
 
 
③コアマモ 

総合案内板のイメージ 

江戸時代の下町  ３．希少動植物や史跡等の案内方法（２） 資料８  （５/７） 

高知城郭の絵図 

高知城郭における新堀川界隈の役割 

下町の町名入り絵図 
下町時代の町名の由来 

新堀川界隈（下町）の形成 

絵図や写真 

新堀川の変遷 

史跡の紹介 

新堀川界隈の史跡等 

写真や解説 

新堀川に生息・生育する希少野生動植物 

江戸時代における新堀川の役割 

新堀川の歴史 



Ⅱ．シオマネキ・トビハゼ・コアマモの生態等 

 現在整理中です 

 ３．希少動植物や史跡等の案内方法（３） 資料８  （６/７） 

個別案内板のイメージ（希少動植物の生態） 



 ３．希少動植物や史跡等の案内方法（４） 資料８ （７/７） 

• 整備済みの区間にあった雁木などは、「新堀川と遺構の記憶」として、金属プレートと石台で碑が設置されている。 
• 現在の横堀公園の石垣についての個別案内板を横堀公園に設置する。 

整備済区間に設置されている雁木埋設の碑 
歴史の道に設置する石垣説明の碑のイメージ 

個別案内板のイメージ（横堀公園の石垣） 


